


































断定 1 numu(N） numada
断定 2 numi su(N） numi s!ita
推量 1 numu hazu numada hazu
推量 2 numi su hazu numi s!ita hazu













連体 1 numu numada
連体 2 numi su numi s!ita


























結果継続 numiru ／ numiduru2
痕跡 1 numeru ／ numidaru
痕跡 2 numi bureru






してくる 1 numi kjuN（＜しに来る＞にも使用）
してくる 2 numiqti kjuN（＜してから来る＞の意味）
していく 1 numi NgiN（＜しに行く＞にも使用）
していく 2 numi ihuN（＜しに行く＞にも使用）
していく 3 numiqti NgiN（＜してから行く＞の意味）
していく 4 numiqti ihuN（＜してから行く＞の意味）
してみる numi miruN
してしまう 1 numi s!itiN
してしまう 2 numi c!ikiN
してもいい numi misaN
希望 numiqsai ／ numiqsadaru




が強変化動詞であり、「見ない」のように～ i ナイ、「寝ない」のように～ e ナイとなる
のが弱変化動詞である。肯定の終止非過去形はすべて～ u であるため、このように否定
2　du強調形が融合するばあいのみ両形式をあげる。継続 numi buなどは融合せずに分析形のままnumidu bu
となるので省略する。









本的にⅠ型は連体非過去形（～スル人）が終止非過去形 numuN4（飲む）の N をはずし
た numu となるが、Ⅱ型の連体非過去形は misiN（見せる）の N を ru にかえてつくら
れる。また、Ⅰ型の多くは終止非過去形の肯定と否定が、numuN（飲む。）－ numaN（飲
まない。）のように～ uN －～(w)aN となり、古代語の強変化（四段）動詞が中心であ
る。Ⅱ型はその多くが、misiN（見せる。）－ misuN（見せない。）のように～ iN －～
uN となるタイプで、これらはおもに古代語の弱変化（下二段）動詞である。
　Ⅰ型の基本タイプは肯定－否定が～ uN －～ aN であるが、その変種には、～ uN －
～ waN や～ oN －～ aN などのタイプがある。またⅡ型の基本タイプは～ iN －～ uN
であるが、その変種には、～ eN －～ uN、～ eN －～ oN のタイプがある。
　以上からわかるように、肯定の N をはずした末尾母音には i、e、o、u の４母音があ












・u]ra [kw!ana narabuN]na? ウ]ラ [ク!ヮナ　ナラブン]ナ？ あなた、ここに並ぶ？
・u]ra [k!uri narabuN]na? ウ]ラ [ク!リ　ナラブン]ナ？ あなた、これを並べない？












・k!uri bariN]na? [baruN]na? ク!リ バリン]ナ？ [バルン]ナ？ これ、割れる？ 割れな
い？
・ja[du] huNdo[:. ヤ[ドゥ] フンド[ー。戸、閉めるよ。
・unup!ituq[ti] huNdo[:. ウヌピ!トゥッ[ティ] フンド[ー。あの人に（これを）やらな
いよ。
・a[mi mja: huN]do[:. ア[ミ ミャー フン]ド[ー。雨、もう降るよ。(別アクセント）
・iruNdo[:. イルンド[ー。(私、）要る（んだ）よ。
・ba:] iruNdo[:. バー] イルンド[ー。私、(それを中に）いれないよ。
・i[ru]Ndo[:. イ[ル]ンド[ー。(私、）射るよ。(別アクセント）
・kuN]do[:. クン]ド[ー。(これ）借りるよ。
・h!uni kuN]do[:. フ!ネィ クン]ド[ー。舟、漕ぐよ。(niは口蓋化しない）













































































































































































































































　ウ段とオ段のハ行・ガ行四段動詞が中心である。否定形では waN ～ uwaN であらわ
れる。
　kuN（漕ぐ）の N をはずすと短母音の ku となり、連体形 ku: とはことなってくるが、







































　大半がア段のハ行四段動詞である。hwoN（食べる）の N をはずすと短母音の hwo と
なり、連体形 hwo: とはことなってくるが、ハ行動詞の w、ガ行動詞の ng の脱落と母音
融合により短母音化したと解釈できるだろう。母音融合の結果であれば、これもⅠ型の
変種としてあつかうことができる。c!i[noN（注ぐ）については、ガ行四段で ng ＞ n と
いう変化がおこったとしても、そのあとの変化が不明である。










are: bu（洗っている）、nare: bu（習っている）のように e: となるが、２音節動詞の koN（買

















　Ⅱ型では基本的に、終止非過去形の N を ru にしたものが連体非過去になる。Ⅰ型の
numuN（飲む）のばあい、連体非過去形に N を付加して終止非過去形ができた、と考










































































・sigu] juguri]ru [k!inu　シグ] ユグリ]ル [キ!ヌ　すぐ汚れる服



























・t!ahaN]tiN nari[ru] i[nu　タ!ハン]ティン ナリ[ル] イ[ヌ　だれにでも慣れるイヌ
・ju:] na[ri]ru i[nu　ユー] ナ[リ]ル イ[ヌ　よく慣れているイヌ
(水が）冷える p!iri[ru　p!i[ri]ru　ピ!リル
(目が）覚める s!ami[ru  s!a[mi]ru　サ!ミル
負ける mahi[ru  ma[hi]ru　マヒル
(草が）伸びる nubi[ru　nu[bi]ru　ヌビル
(氷などが）とける　t!uki[ru  t!u[ki]ru　ト!ゥキル
(魚が）捕れる t!urari[ru  t!ura[ri]ru　ト!ゥラリル
ほどける huduki[ru  hudu[ki]ru　フドゥキル
(皮が）むける mugari[ru  muga[ri]ru　ムガリル
(トゲが）刺さる s!uqsari[ru  s!uqsa[ri]ru　ス!ッサリル
隠れる k!akuri[ru  k!aku[ri]ru　カ!クリル
破れる jaburi[ru  jabu[ri]ru　ヤブリル
































































・taro:du] ba:ziru. タロードゥ] バージル。太郎が解体している。結果継続









　終止肯定形に拗音をもつのは、このほかには juN（言う、結う）、文法形式の numi hjuN
（飲んでくれる）ぐらいである。補助動詞として numi kjuN（飲んで来る）、numiqti kjuN
（飲んでから来る）にも使用される。
　これの結果継続相（来ている）は kiN で、連体非過去形は ki:ru になる。否定終止形

























・k!unu a]mejaq[ka]ra s!i[puri]su ara[N? ク!ヌ ア]メヤッ[カ]ラ シ![プリ]ス アラ[ン？ 
この雨だとずぶ濡れになるんじゃない？












・na[ha mja]N. ナ[ハ ミャ]ン。長くない。
























　宮城『石垣方言辞典』文法・索引編では動詞を 11 類 16 タイプに分ける。このうち複
数の動詞をふくむのが 10 タイプ、１語のみのものが６タイプである。単純に比較はでき
ないが、西表方言のほうも、不規則変化を各１とすると、ぜんぶで 16 ほどのタイプになる。
結果的にタイプの数はおなじ程度だが、そこにふくまれる動詞までおなじわけではない。
こうした活用タイプの多さは、はたして八重山諸方言全体の動詞の特徴なのか、そもそ
もなぜこのように多様なのか、詳細な調査、分析が必要である。
　使用した方言資料は1997年の那
な
根
ね
弘
ひろし
氏（1911年生まれ)、2005年以降の前
まえ
大
お
用
よう
安
あん
氏
(1924年生まれ）からの聞き取り調査によるものである。
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